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(57)【要約】
【課題】スニッファ式漏れ検知装置およびこれを用いた 
方法において、圧力サージの影響を排除する。
【解決手段】
ガス分析器（１６）と、真空ポンプ（１８）と、第１の 
吸気口（１２）と、第２の吸気口（２０）とを有する漏 
れ検知装置（１０）において、
前記第１の吸気口（１２）に接続された第１の入口（２ 
８）、および少なくとも第１および第２の出口（３４， 
３８）とを有する第１の多方弁（１４）と、
前記第２の吸気口（２０）に接続された第１の入口（３ 
２）、および少なくとも第１および第２の出口（３６， 
４０）に接続された第２の多方弁（２２）とを備え、
前記２つの多方弁（１４，２２）の第１の出口（３４， 
３６）はガス分析器（１６）に接続され、第２の出口（ 
３８，４０）は真空ポンプ（１８）に接続される装置と 
する。
【選択図】図１

審査請求　未請求　予備審査請求　未請求　（全13頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ガ ス 分 析 器 （ １ ６ ） と 、 真 空 ポ ン プ （ １ ８ ） と 、 第 １ の 吸 気 口 （ １ ２ ） と 、 第 ２ の 吸 気  
口 （ ２ ０ ） と を 有 す る 漏 れ 検 知 装 置 （ １ ０ ） で あ っ て 、
　 第 １ の 入 口 （ ２ ８ ） と 、 少 な く と も 第 １ の 出 口 （ ３ ４ ） と 第 ２ の 出 口 （ ３ ８ ） と を 有 し  
、 前 記 入 口 （ ２ ８ ） が 、 前 記 第 １ の 吸 気 口 （ １ ２ ） に 接 続 さ れ て い る 、 第 １ の 多 方 弁 （ １  
４ ） と 、
　 第 １ の 入 口 （ ３ ２ ） と 、 少 な く と も 第 １ の 出 口 （ ３ ６ ） と 第 ２ の 出 口 （ ４ ０ ） と を 有 し  
、 前 記 入 口 （ ３ ２ ） は 前 記 第 ２ の 吸 気 口 （ ２ ０ ） に 接 続 さ れ て い る 、 第 ２ の 多 方 弁 （ ２ ２  
） と を 備 え 、
　 前 記 ２ つ の 多 方 弁 （ １ ４ ， ２ ２ ） の 前 記 ２ つ の 第 １ の 出 口 （ ３ ４ ， ３ ６ ） は 、 前 記 ガ ス  
分 析 器 （ １ ６ ） に 接 続 さ れ 、 前 記 ２ つ の 多 方 弁 （ １ ４ ， ２ ２ ） の 前 記 ２ つ の 第 ２ の 出 口 （  
３ ８ ， ４ ０ ） は 前 記 真 空 ポ ン プ （ １ ８ ） に 接 続 さ れ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る 漏 れ 検 知 装 置 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 漏 れ 検 知 装 置 （ １ ０ ） に お い て 、
　 前 記 多 方 弁 （ １ ４ ， ２ ２ ） は 、
　 前 記 第 ２ の 多 方 弁 （ ２ ２ ） の 前 記 入 口 （ ３ ２ ） が そ の 第 ２ の 出 口 （ ４ ０ ） に 接 続 さ れ る  
場 合 は 、 前 記 第 １ の 多 方 弁 （ １ ４ ） の 前 記 入 口 （ ２ ８ ） が そ の 第 １ の 出 口 （ ３ ４ ） に 接 続  
さ れ 、 前 記 ２ つ の 多 方 弁 （ １ ４ ， ２ ２ ） の 切 り 替 え が 、 同 期 し て 行 わ れ る よ う に 構 成 さ れ  
、 弁 制 御 装 置 に よ っ て 制 御 さ れ る 、
こ と を 特 徴 と す る 漏 れ 検 知 装 置 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 漏 れ 検 知 装 置 （ １ ０ ） に お い て 、
　 前 記 ２ つ の 吸 気 口 （ １ ２ ， ２ ０ ） は 、 別 個 の ス ニ ッ フ ァ プ ロ ー ブ に 配 置 さ れ る 、
こ と を 特 徴 と す る 漏 れ 検 知 装 置 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 漏 れ 検 知 装 置 （ １ ０ ） に お い て 、
　 前 記 ガ ス 分 析 器 （ １ ６ ） は 、 多 段 式 高 真 空 ポ ン プ （ ６ ０ ） を 有 す る 質 量 分 析 型 漏 れ 検 知  
器 （ ５ ６ ） で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 漏 れ 検 知 装 置 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 漏 れ 検 知 装 置 （ １ ０ ） に お い て 、
　 前 記 真 空 ポ ン プ （ １ ８ ） は 、 前 記 漏 れ 検 知 器 （ ５ ６ ） に 接 続 さ れ な い 別 個 の 補 助 ポ ン プ  
で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 漏 れ 検 知 装 置 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 漏 れ 検 知 装 置 （ １ ０ ） に お い て 、
　 前 記 真 空 ポ ン プ （ １ ８ ） は 、 前 記 多 段 式 高 真 空 ポ ン プ （ ６ ０ ） の ポ ン プ 段 を 形 成 し て い  
る 、 こ と を 特 徴 と す る 漏 れ 検 知 装 置 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 漏 れ 検 知 装 置 （ １ ０ ） に お い て 、
　 前 記 ２ つ の 第 １ の 出 口 （ ３ ４ ， ３ ６ ） は 、 共 通 の 接 続 枝 路 （ ６ ４ ） を 介 し て 前 記 ガ ス 分  
析 器 （ １ ６ ） に 接 続 さ れ 、 前 記 ２ つ の 第 ２ の 出 口 （ ３ ８ ， ４ ０ ） は 、 共 通 す る 接 続 ラ イ ン  
（ ４ ２ ） を 介 し て 前 記 真 空 ポ ン プ （ １ ８ ） に 接 続 さ れ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る 漏 れ 検 知 装 置 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 漏 れ 検 知 装 置 （ １ ０ ） に お い て 、
　 前 記 ２ つ の 第 １ の 出 口 は 、 前 記 ２ つ の 第 ２ の 出 口 に 接 続 さ れ て お り 、 絞 ら れ た ラ イ ン （  
６ ４ ） を 介 し て 前 記 ガ ス 分 析 器 （ １ ６ ） に 、 絞 ら れ た 別 の ラ イ ン （ ４ ２ ） を 介 し て 前 記 真  
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空 ポ ン プ （ １ ８ ） を 高 真 空 ポ ン プ （ ６ ０ ） に 接 続 す る 接 続 枝 路 に 、 接 続 さ れ る 、 こ と を 特  
徴 と す る 漏 れ 検 知 装 置 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 漏 れ 検 知 装 置 （ １ ０ ） に よ る ス ニ ッ フ ァ 式 漏 れ 検  
知 法 で あ っ て 、
　 前 記 真 空 ポ ン プ （ １ ８ ） を 起 動 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ の 多 方 弁 （ １ ４ ） の 前 記 入 口 （ ２ ８ ） を そ の 第 １ の 出 口 （ ３ ４ ） に 接 続 し 、 前  
記 第 ２ の 多 方 弁 （ ２ ２ ） の 前 記 入 口 （ ３ ２ ） を そ の 第 ２ の 出 口 （ ４ ０ ） に 接 続 す る ス テ ッ  
プ と 、
　 前 記 真 空 ポ ン プ （ １ ８ ） に よ り 前 記 第 ２ の 吸 気 口 （ ２ ０ ） を 通 し て ガ ス を 吸 い 込 み な が  
ら 、 前 記 第 １ の 吸 気 口 （ １ ２ ） を 通 っ て 吸 い 込 ま れ た ガ ス を 前 記 ガ ス 分 析 器 （ １ ６ ） に よ  
り 分 析 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 真 空 ポ ン プ （ １ ８ ） を 駆 動 さ せ な が ら 、 前 記 ２ つ の 多 方 弁 （ １ ４ ， ２ ２ ） を 同 期 し  
て 切 り 替 え る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 真 空 ポ ン プ （ １ ８ ） に よ り 前 記 第 １ の 吸 気 口 （ １ ２ ） を 通 し て ガ ス を 吸 い 込 み な が  
ら 、 前 記 第 ２ の 吸 気 口 （ ２ ０ ） を 通 っ て 吸 い 込 ま れ た ガ ス を 前 記 ガ ス 分 析 器 （ １ ６ ） に よ  
り 分 析 す る ス テ ッ プ と を 含 む 、
こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ガ ス 分 析 器 と 、 真 空 ポ ン プ と 、 第 １ の 吸 気 口 と 、 第 ２ の 吸 気 口 と を 備 え た 漏  
れ 検 知 装 置 に 関 し 、 特 に は ス ニ ッ フ ァ 式 漏 れ 検 知 の た め の 漏 れ 検 知 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ガ ス 漏 れ を 検 知 す る 際 、 ガ ス が 真 空 ポ ン プ に よ っ て 吸 気 口 を 通 っ て 吸 い 込 ま れ 、 吸 い 込  
ま れ た 当 該 ガ ス を 分 析 す る た め に ガ ス 分 析 器 に 供 給 さ れ る 。 そ の 際 、 漏 洩 箇 所 を 通 っ て 流  
れ 試 験 ガ ス が 検 知 さ れ る 。 ガ ス 漏 れ 検 知 の 特 定 の 一 例 が 、 一 定 の 気 流 が ス ニ ッ フ ァ プ ロ ー  
ブ の 吸 気 口 を 通 っ て 吸 い 込 ま れ る ス ニ ッ フ ァ 式 漏 れ 検 知 で あ る 。 吸 い 込 ま れ た ガ ス を 分 析  
し な が ら 、 ス ニ ッ フ ァ プ ロ ー ブ は 、 検 査 が 行 わ れ る 被 検 体 上 を 誘 導 さ れ る 。 こ れ に よ っ て  
、 被 検 体 の 漏 れ が 検 知 さ れ る だ け で な く 、 漏 洩 箇 所 を 突 き 止 め る こ と が で き る 。 ス ニ ッ フ  
ァ プ ロ ー ブ の 吸 気 口 が ガ ス 漏 れ 箇 所 か ら 近 い 場 合 、 漏 洩 箇 所 を 通 り 漏 れ 出 た 試 験 ガ ス は 、  
気 流 と 共 に 吸 い 込 ま れ る 。 漏 洩 ガ ス を 可 能 な 限 り 確 実 か つ 完 全 に 吸 い 込 め る よ う に 、 で き  
る だ け 大 き い ス ニ ッ フ ァ ガ ス 流 が 使 用 さ れ る 。 ス ニ ッ フ ァ ガ ス 流 は 、 ス ニ ッ フ ァ プ ロ ー ブ  
の 吸 気 口 を 通 っ て 吸 い 込 ま れ た ガ ス 流 の 流 量 で あ る 。 こ こ で 、 気 流 の 流 量 は 、 通 常 、 漏 洩  
箇 所 か ら 漏 れ 出 し た 試 験 ガ ス の 、 測 定 さ れ る 漏 洩 ガ ス の 流 量 の 何 倍 も 大 き い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 吸 気 口 を 通 っ て 吸 い 込 ま れ た ガ ス 流 中 の 漏 洩 ガ ス の 濃 度 は 、 漏 れ 率 と ス ニ ッ フ ァ ガ ス 流  
と の 比 率 で あ る 。 よ っ て 、 ス ニ ッ フ ァ プ ロ ー ブ が 吸 い 込 む ガ ス 流 中 の 漏 洩 ガ ス の 濃 度 は 、  
通 常 、 比 較 的 低 い 。 結 果 と し て 、 ス ニ ッ フ ァ ガ ス 流 を 、 望 ま し い 程 大 き く 選 び 取 る こ と は  
で き な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 多 く の 場 合 、 被 検 体 を 取 り 囲 む 大 気 は 、 ガ ス 検 知 器 ま た は ガ ス 分 析 器 中 の 試 験 ガ ス に 対  
し て 、 同 様 ま た は 同 一 の 計 測 信 号 を 生 成 す る ガ ス 成 分 を 含 有 す る 。 し た が っ て こ れ ら の ガ  
ス 成 分 は 、 干 渉 ガ ス ま た は 背 景 ガ ス と 称 さ れ て い る 。 そ れ ら は 、 実 際 の 漏 洩 ガ ス の 計 測 信  
号 か ら 容 易 に 区 別 で き な い 干 渉 信 号 を 生 じ さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 干 渉 信 号 を 抑 え る た め の 既 知 の 方 法 で は 、 検 査 が 行 わ れ る 被 検 体 の テ ス ト 領  
域 か ら の 計 測 ガ ス と 、 被 検 体 を 取 り 囲 む 大 気 か ら の 基 準 ガ ス と が 交 互 に 吸 い 込 ま れ る 。 基  
準 ガ ス は 、 吸 い 込 ま れ た 混 合 ガ ス 中 の 干 渉 ガ ス の 割 合 を 確 定 す る た め の 基 準 と し て 役 立 つ  
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（ 基 準 測 定 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 解 決 策 は 、 例 え ば 、 欧 州 特 許 第 １ ３ ４ ２ ０ ７ ０ 号 明 細 書 （ 特 許 文 献 １ ） お よ  
び 欧 州 特 許 第 １ ８ １ ９ ９ ９ ８ 号 明 細 書 （ 特 許 文 献 ２ ） に 記 載 さ れ て い る 。 ガ ス は 、 ス ニ ッ  
フ ァ プ ロ ー ブ の ハ ン ド ル に 設 置 さ れ た 赤 外 吸 収 セ ン サ の 形 を し た 小 型 セ ン サ ユ ニ ッ ト に よ  
っ て 吸 い 込 ま れ る 。 国 際 公 開 第 ２ ０ ０ ７ ／ ０ ３ １ ３ ８ ６ 号 （ 特 許 文 献 ３ ） で は 、 質 量 分 析  
計 が ガ ス 分 析 器 と し て 用 い ら れ る 。 吸 い 込 ま れ た ガ ス は 、 ス ニ ッ フ ァ ラ イ ン を 介 し て 分 析  
器 に 供 給 さ れ な く て は な ら な い 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 欧 州 特 許 第 １ ３ ４ ２ ０ ７ ０ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 欧 州 特 許 第 １ ８ １ ９ ９ ９ ８ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ３ 】 国 際 公 開 第 ２ ０ ０ ７ ／ ０ ３ １ ３ ８ ６ 号
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 他 の ス ニ ッ フ ァ 式 漏 れ 検 知 方 法 に お い て 、 い く つ か の 、 典 型 的 に は ２ つ の 別 個 の ス ニ ッ  
フ ァ プ ロ ー ブ が 、 同 一 の ガ ス 分 析 器 に 独 立 し て 接 続 さ れ 、 交 互 に 操 作 さ れ て 、 一 方 の ス ニ  
ッ フ ァ プ ロ ー ブ か ら の 信 号 と 他 方 の ス ニ ッ フ ァ プ ロ ー ブ か ら の 信 号 が 交 互 に 評 価 さ れ る 。  
こ の よ う な い わ ゆ る マ ル チ プ レ ク サ シ ス テ ム に お い て 、 漏 れ 検 知 は 、 い く つ か の ス ニ ッ フ  
ァ ラ イ ン を 備 え た ガ ス 検 知 シ ス テ ム に よ っ て 、 ラ イ ン か ら ラ イ ン へ と 順 次 切 り 替 え を 行 う  
こ と に よ り 、 複 数 箇 所 で 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 同 じ ガ ス 分 析 器 に 接 続 さ れ た 漏 れ 検 知 装 置 の ２ つ の 吸 気 口 を 切 り 替 え る と き に 、 圧 力 サ  
ー ジ が ス ニ ッ フ ァ ラ イ ン に 生 じ 、 こ れ が 計 測 信 号 に 影 響 を 及 ぼ し 、 信 号 変 動 に つ な が る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 ２ つ の 異 な る 吸 気 口 を 有 し 、 そ れ ぞ れ が 同 じ ガ ス 分 析 器 に 接 続 さ れ た  
、 改 良 さ れ た 漏 れ 検 知 装 置 と 、 対 応 す る 漏 れ 検 知 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 漏 れ 検 知 装 置 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 特 徴 に よ り 定 義 さ れ る 。 す な わ ち 、 第 １ の  
入 口 と 、 少 な く と も 第 １ お よ び 第 ２ の 出 口 と を そ れ ぞ れ が 有 す る ２ つ の 多 方 弁 が 提 供 さ れ  
る 。 多 方 弁 は 例 え ば 、 １ つ の 入 口 と ２ つ の 出 口 と を 備 え た ３ ／ ２ 方 弁 で あ っ て も よ い 。 ２  
つ の 多 方 弁 の そ れ ぞ れ の 第 １ の 出 口 は 、 漏 れ 検 知 装 置 の 第 １ の 吸 気 口 に 接 続 さ れ て お り 、  
一 方 、 ２ つ の 多 方 弁 の そ れ ぞ れ の 第 ２ の 出 口 は 別 々 の 真 空 ポ ン プ に 接 続 さ れ て い る 。 ２ つ  
の 多 方 弁 は 、 ガ ス 分 析 器 へ の ２ つ の 吸 気 口 の 切 り 替 え お よ び 割 り 当 て を 単 純 化 す る 。 一 方  
の 多 方 弁 に よ り 、 第 １ の 吸 気 口 を 通 っ て 吸 い 込 ま れ た ガ ス は ガ ス 分 析 器 に 供 給 さ れ る 一 方  
で 、 第 ２ の 吸 気 口 を 通 っ て 吸 い 込 ま れ た ガ ス は ガ ス 分 析 器 へ 供 給 さ れ る こ と な く 真 空 ポ ン  
プ に よ っ て 吸 い 込 ま れ る 。 多 方 弁 を 単 に 切 り 替 え る だ け で 、 ガ ス 流 が 両 方 の 吸 気 口 を 通 っ  
て 吸 い 込 ま れ る の で 圧 力 サ ー ジ を 回 避 す る か ま た は 低 減 す る こ と が で き 、 そ の 一 方 で 、 一  
方 の ガ ス 流 と 他 方 の ガ ス 流 と を 交 互 に ガ ス 分 析 器 で 分 析 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ２ つ の 吸 気 口 は 、 そ れ ぞ れ が 分 離 さ れ た ス ニ ッ フ ァ ラ イ ン に よ っ て ２ つ の 多 方 弁 に 接 続  
さ れ た 異 な る ス ニ ッ フ ァ プ ロ ー ブ 上 に 配 置 さ れ て い て も よ い 。 こ こ で 、 真 空 ポ ン プ は ガ ス  
分 析 器 に 接 続 さ れ て い な い 別 個 の 補 助 ポ ン プ で あ っ て も よ い 。 ガ ス 分 析 器 は 、 多 段 式 高 真  
空 ポ ン プ を 有 す る 質 量 分 析 型 漏 れ 検 知 器 で あ っ て も よ い 。 ２ つ の 第 ２ の 出 口 に 接 続 さ れ た  
真 空 ポ ン プ は 、 好 ま し く は 大 気 に 対 し 開 口 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 あ る い は 、 ２ つ の 吸 気 口 は 、 同 じ ス ニ ッ フ ァ プ ロ ー ブ の 測 定 ガ ス 吸 気 口 と 基 準 ガ ス 吸 気  
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口 と で あ っ て も よ い 。 こ こ で 、 真 空 ポ ン プ は 、 質 量 分 析 型 ガ ス 分 析 器 の 多 段 式 高 真 空 ポ ン  
プ の ポ ン プ 段 、 例 え ば プ レ 真 空 段 を 形 成 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 多 方 弁 の ２ つ の 第 １ の 出  
口 は 、 質 量 分 析 計 に 接 続 さ れ 、 多 方 弁 の ２ つ の 第 ２ の 出 口 は 、 真 空 ポ ン プ を 高 真 空 ポ ン プ  
の 他 の ポ ン プ 段 と 質 量 分 析 計 と に 接 続 す る 接 続 枝 路 へ 、 別 の 接 続 ラ イ ン を 介 し て 接 続 さ れ  
る 。 絞 り が 、 必 要 か つ 望 ま し い ガ ス 流 を そ れ ぞ れ 設 定 す る た め の ２ つ の 接 続 ラ イ ン に 設 け  
ら れ る 。 あ る い は 、 接 続 ラ イ ン 自 体 が 、 ガ ス 流 の た め の 絞 り と し て 作 用 す る よ う 設 計 し て  
も よ い 。 ２ つ の 第 １ の 出 口 は 、 ２ つ の 第 ２ の 出 口 に 接 続 さ れ て も よ く 、 そ の 結 果 、 分 岐 し  
た 一 部 の 流 れ の み が ガ ス 分 析 器 へ 供 給 さ れ 、 そ の 一 方 で ガ ス 流 の 残 部 は 真 空 ポ ン プ を 介 し  
て 大 気 中 へ 運 ば れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の ２ つ の 例 示 的 な 実 施 形 態 が 、 図 面 を 参 照 し さ ら に 詳 細 に 説 明 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 第 １ の 例 示 的 な 実 施 形 態 を 示 す 。
【 図 ２ 】 第 ２ の 例 示 的 な 実 施 形 態 を 示 す 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 面 に 示 さ れ る 漏 れ 検 知 装 置 １ ０ の 両 方 に お い て 、 第 １ の 吸 気 口 １ ２ は 、 ３ ／ ２ 方 弁 の  
形 状 の 第 １ の 多 方 弁 １ ４ を 介 し て 質 量 分 析 型 ガ ス 分 析 器 １ ６ と 真 空 ポ ン プ １ ８ と に 接 続 さ  
れ て お り 、 第 ２ の 吸 気 口 ２ ０ も 、 ３ ／ ２ 方 弁 の 形 状 の 第 ２ の 多 方 弁 ２ ２ を 介 し て ガ ス 分 析  
器 １ ６ と 真 空 ポ ン プ １ ８ と に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ に 示 す 第 １ の 例 示 的 な 実 施 形 態 に お い て 、 ２ つ の 吸 気 口 １ ２ 、 ２ ０ は 共 通 す る ス ニ  
ッ フ ァ プ ロ ー ブ ２ ４ 上 に 設 け ら れ て お り 、 第 １ の 吸 気 口 １ ２ は 、 被 検 体 の ガ ス 漏 れ が 疑 わ  
れ る 被 検 領 域 に 向 け ら れ 、 第 ２ の 吸 気 口 ２ ０ は 基 準 吸 気 口 を 形 成 し て お り 、 こ れ に よ っ て  
被 検 体 を 取 り 囲 む 大 気 か ら ガ ス を 吸 い 込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 １ の 吸 気 口 １ ２ は 、 第 １ の 接 続 ラ イ ン ２ ６ を 介 し て 第 １ の 多 方 弁 １ ４ の 第 １ の 入 口 ２  
８ に 接 続 さ れ る 。 第 ２ の 吸 気 口 ２ ０ は 、 別 の 接 続 ラ イ ン ３ ０ を 介 し て 第 ２ の 多 方 弁 ２ ２ の  
第 １ の 入 口 ３ ２ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 例 示 的 な 実 施 形 態 の 両 方 に お い て 、 第 １ の 多 方 弁 １ ４ の 第 １ の 出 口 ３ ４ は 、 第  
２ の 多 方 弁 ２ ２ の 第 １ の 出 口 ３ ６ と ガ ス 分 析 器 １ ６ と に 接 続 さ れ 、 第 １ の 多 方 弁 １ ４ の 第  
２ の 出 口 ３ ８ は 、 第 ２ の 多 方 弁 ２ ２ の 第 ２ の 出 口 ４ ０ と 真 空 ポ ン プ １ ８ と に 接 続 さ れ て 、  
ガ ス 輸 送 が 行 わ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ に 示 さ れ る 例 示 的 な 実 施 形 態 に お い て 、 ２ つ の 吸 気 口 １ ２ 、 ２ ０ は 、 そ れ ぞ れ 個 別  
に 誘 導 し 得 る 別 の ス ニ ッ フ ァ プ ロ ー ブ に 設 け ら れ て お り 、 そ れ ら は 分 離 し た 接 続 ラ イ ン を  
介 し て ２ つ の 多 方 弁 １ ４ 、 ２ ２ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ に 示 す 第 １ の 例 示 的 な 実 施 形 態 に お い て 、 ２ つ の 第 １ の 出 口 ３ ４ ， ３ ６ は 、 共 有 接  
続 ラ イ ン ４ ２ に 接 続 し て お り 、 こ れ は 、 接 合 点 ４ ４ に お い て 、 第 １ の 多 方 弁 １ ４ の 第 ２ の  
ガ ス 出 口 ３ ８ に 接 続 さ れ る 接 続 ラ イ ン ４ ６ と 、 第 ２ の 多 方 弁 ２ ２ の 第 ２ の 出 口 ４ ０ に 接 続  
さ れ る さ ら な る 接 続 ラ イ ン ４ ８ と に 接 続 さ れ て い る 。 共 通 す る 接 続 ラ イ ン ４ ２ は 、 接 合 点  
４ ４ を 越 え て 、 真 空 ポ ン プ １ ８ を 第 ２ の 真 空 ポ ン プ ５ ２ に 接 続 す る 接 続 分 枝 ５ ０ に 接 続 し  
て い る 。 第 ２ の 真 空 ポ ン プ ５ ２ は タ ー ボ 分 子 ポ ン プ ５ ４ に 接 続 さ れ 、 次 い で そ の 入 口 は 、  
質 量 分 析 計 の 形 を と る ガ ス 分 析 器 １ ６ に 接 続 さ れ る 。 こ う し て 、 真 空 ポ ン プ １ ８ は 、 該 真  
空 ポ ン プ １ ８ と 、 第 ２ の 真 空 ポ ン プ ５ ２ と 、 タ ー ボ 分 子 ポ ン プ ５ ４ と 、 ガ ス 分 析 器 １ ６ （  
質 量 分 析 計 ） と か ら な る 質 量 分 析 型 漏 れ 検 知 器 ５ ６ の ３ 段 高 真 空 ポ ン プ の 第 １ の ポ ン プ 段  
を 形 成 し て い る 。 そ し て 、 第 ２ の 真 空 ポ ン プ ５ ２ は 第 ２ の ポ ン プ 段 を 形 成 し 、 タ ー ボ 分 子  
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ポ ン プ ５ ４ は 多 段 式 高 真 空 ポ ン プ ６ ０ の 第 ３ の ポ ン プ 段 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 １ の ２ つ の ガ ス 出 口 ３ ４ 、 ３ ６ と 接 合 点 ４ ４ と の 間 で 、 絞 り ６ ２ で 絞 ら れ る ラ イ ン ６  
４ が 、 接 続 ラ イ ン ４ ２ か ら 分 岐 し て 、 ガ ス 分 析 器 １ ６ に 接 続 し て い る 。 ラ イ ン ６ ４ は 、 ラ  
イ ン ４ ２ を 流 れ る ガ ス 流 か ら 一 部 の 流 れ を 分 岐 さ せ て ガ ス 分 析 器 １ ６ へ と 供 給 し 、 残 り の  
ガ ス 流 は 接 合 点 ４ ４ を 介 し て 真 空 ポ ン プ １ ８ へ 供 給 さ れ 、 真 空 ポ ン プ １ ８ に よ っ て 大 気 中  
へ 放 出 さ れ る 。 こ こ で 、 接 続 ラ イ ン ４ ２ は 、 接 合 点 ４ ４ と 接 続 分 岐 ５ ０ と の 間 に 、 第 ２ の  
絞 り ６ ６ を 備 え 、 こ れ は ガ ス 流 の 遮 断 に 用 い ら れ る 。 流 れ を 遮 断 す る こ と に よ り 、 例 え ば  
ポ ン プ に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 、 絞 り の 下 流 側 に お け る 圧 力 サ ー ジ は 、 上 流 側 に お け る 圧  
力 変 動 の 形 で の 擾 乱 効 果 は 持 た な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 多 方 、 第 ２ の 例 示 的 な 実 施 形 態 で は 、 ２ つ の 出 口 ３ ８ 、 ４ ０ か ら 真 空 ポ ン プ １ ８ へ の 接  
続 ラ イ ン ４ ２ と 、 ２ つ の 出 口 ３ ４ 、 ３ ６ か ら ガ ス 分 析 器 １ ６ へ の 接 続 ラ イ ン ６ ４ と は 、 互  
い に 分 離 し て お り 、 し た が っ て 、 ガ ス を 導 通 可 能 な 形 で 接 続 は さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 例 示 的 な 実 施 形 態 の 両 方 に お い て 、 真 空 ポ ン プ １ ８ は 、 ガ ス 分 析 器 １ ６ を 用 い て ガ ス 分  
析 が 行 わ れ る 間 、 駆 動 状 態 の ま ま で あ り 、 ２ つ の 吸 気 口 １ ２ 、 ２ ０ の う ち 、 多 方 弁 １ ４ 、  
２ ２ を 介 し て ガ ス 分 析 器 １ ６ に 接 続 さ れ て い な い 方 か ら の ガ ス を 輸 送 す る 。 よ っ て 、 例 示  
的 な 実 施 形 態 お よ び 図 ２ に 示 さ れ る 切 り 替 え 状 態 に お い て 、 第 １ の 吸 気 口 １ ２ か ら の ガ ス  
は 、 第 １ の 多 方 弁 １ ４ の 第 １ の 入 口 ２ ８ と 第 １ の 出 口 ３ ４ 、 お よ び 接 続 ラ イ ン ６ ４ と を 介  
し て ガ ス 分 析 器 １ ６ に 供 給 さ れ て ガ ス 分 析 に 付 さ れ 、 そ れ と 同 時 に 、 第 ２ の 吸 気 口 ２ ０ か  
ら 流 入 し た ガ ス は 、 第 ２ の 多 方 弁 ２ ２ を 介 し て そ の 第 １ の 入 口 ３ ２ か ら 第 ２ の 出 口 ４ ０ へ  
と 運 ば れ 、 そ こ か ら 、 接 続 ラ イ ン ４ ２ と ポ ン プ １ ８ を 介 し て 大 気 中 へ 放 出 さ れ る 。 よ っ て  
、 第 １ の 吸 気 口 １ ２ か ら の ガ ス を ガ ス 分 析 器 １ ６ に よ っ て 分 析 す る 間 に 、 第 ２ の 吸 気 口 ２  
０ か ら の ガ ス は ポ ン プ １ ８ に よ っ て 大 気 中 へ 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ に 示 さ れ る 例 示 的 な 実 施 形 態 に お い て 、 同 じ ス ニ ッ フ ァ プ ロ ー ブ の 第 １ の 吸 気 口 １  
２ が 測 定 ガ ス 吸 気 口 、 第 ２ の 吸 気 口 ２ ０ が 基 準 ガ ス 吸 気 口 を 形 成 し て お り 、 第 １ の 吸 気 口  
１ ２ か ら の ガ ス は 、 ラ イ ン ２ ６ を 介 し て 第 １ の 多 方 弁 １ ４ の 第 １ の 入 口 ２ ８ へ と 供 給 さ れ  
、 同 時 に 、 真 空 ポ ン プ １ ８ は 、 第 ２ の 吸 気 口 ２ ０ を 通 じ て ガ ス を 吸 い 込 み 、 そ の ガ ス は ラ  
イ ン ３ ０ を 介 し て 第 ２ の 多 方 弁 ２ ２ の 入 口 ３ ２ へ と 供 給 さ れ る 。 第 １ の 切 り 替 え 状 態 で は  
、 第 １ の 多 方 弁 １ ４ は 第 １ の 入 口 ２ ８ と 第 １ の 出 口 ３ ４ と が 接 続 さ れ 、 第 １ の 吸 気 口 １ ２  
を 通 っ て 吸 い 込 ま れ た ガ ス は 、 第 １ の 出 口 ３ ４ か ら 接 続 ラ イ ン ４ ２ に 供 給 さ れ る 。 こ の ガ  
ス 流 か ら 、 一 部 の 流 れ が 絞 ら れ た ラ イ ン ６ ４ を 介 し て 分 岐 し 、 質 量 分 析 型 ガ ス 分 析 器 １ ６  
へ と 供 給 さ れ 、 残 り の ガ ス 流 は 、 接 合 点 ４ ４ を 越 え て 、 第 ２ の 絞 り ６ ６ と 真 空 ポ ン プ １ ８  
と を 通 っ て 外 気 に 加 え ら れ る 。 同 時 に 、 第 ２ の 多 方 弁 ２ ２ は 、 第 ２ の 吸 気 口 ２ ０ か ら 吸 い  
込 ま れ た ガ ス を 入 口 ３ ２ か ら 第 ２ の 出 口 ４ ０ へ と 流 し 、 そ こ か ら ガ ス は 、 ラ イ ン ４ ８ と 接  
合 点 ４ ４ と を 介 し て 共 有 接 続 ラ イ ン ４ ２ へ と 流 さ れ る 。 そ こ か ら ガ ス は 、 真 空 ポ ン プ １ ８  
を 介 し て 外 気 へ と 運 ば れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 い で 、 両 方 の 多 方 弁 １ ４ ， ２ ２ は 、 第 １ の 切 り 替 え 状 態 か ら 第 ２ の 切 り 替 え 状 態 へ と  
同 期 し て 切 り 替 え が 行 わ れ る 。 第 ２ の 切 り 替 え 状 態 に お い て は 、 第 １ の 多 方 弁 １ ４ は 、 第  
１ の 吸 気 口 １ ２ か ら の ガ ス を 、 ガ ス 出 口 ３ ８ を 介 し て 第 ２ の 真 空 ポ ン プ １ ８ へ と 流 し 、 そ  
の ガ ス は 分 析 器 １ ６ に 入 る こ と が な い 。 一 方 、 第 ２ の 多 方 弁 ２ ２ は 、 第 ２ の 吸 気 口 ２ ０ か  
ら の ガ ス を 、 第 １ の ガ ス 出 口 ３ ６ を 介 し て 共 通 の 接 続 ラ イ ン ４ ２ へ と 流 し 、 共 通 の 接 続 ラ  
イ ン ４ ２ か ら 一 部 の 流 れ が 、 絞 ら れ た ラ イ ン ６ ４ を 介 し て ガ ス 分 析 器 １ ６ へ 流 さ れ て 分 析  
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ２ つ の 多 方 弁 １ ４ 、 ２ ２ を 同 期 し て 同 時 に 切 り 替 え る こ と に よ り 、 ２ つ の 吸 気 口 １ ２ ，  
２ ０ の 一 方 か ら の ガ ス の み を ガ ス 分 析 器 １ ６ へ 入 れ て 、 ガ ス 分 析 器 １ ６ で 分 析 す る こ と が  
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で き 、 他 方 の 吸 気 口 か ら の ガ ス は 、 真 空 ポ ン プ １ ８ を 介 し て 大 気 中 に 排 出 さ れ る 。 ２ つ の  
多 方 弁 １ ４ 、 ２ ２ を 同 期 し て 同 時 に 切 り 替 え る こ と に よ り 、 切 り 替 え の 間 に 著 し い 遅 延 お  
よ び ／ ま た は 圧 力 サ ー ジ な く 、 ２ つ の 吸 気 口 １ ２ 、 ２ ０ を ガ ス 分 析 器 に 交 互 に 接 続 で き る  
。 両 方 の ラ イ ン ２ ６ 、 ３ ０ を 通 っ て 連 続 的 に ポ ン プ さ れ た 流 れ は 、 ラ イ ン に お い て 圧 力 勾  
配 を 維 持 し 、 切 り 替 え の 際 に 、 検 知 シ ス テ ム へ の 入 口 に お け る 圧 力 サ ー ジ が 回 避 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ２ 本 の ラ イ ン ２ ６ 、 ３ ０ を 通 る 、 連 続 す る ガ ス 流 の さ ら な る 利 点 は 、 ２ つ の 入 口 開 口 １  
２ ， ２ ０ を 介 し て 吸 い 込 ま れ た ガ ス は ま た 、 同 時 に 切 り 替 え 弁 １ ４ ， ２ ２ に 到 達 す る と い  
う こ と で あ る 。 ラ イ ン ２ ６ ， ３ ０ を 通 る ガ ス 先 端 の 通 過 時 間 は 、 数 秒 と な り 得 る 。 ガ ス 分  
析 器 １ ６ ま た は 漏 れ 検 知 器 ５ ６ に 接 続 さ れ な い ラ イ ン が 連 続 的 に 排 気 さ れ な い 場 合 、 ポ ン  
プ で 送 ら れ な い 場 合 、 反 応 時 間 は 数 秒 遅 れ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
１ ０   漏 れ 検 知 装 置
１ ２   第 １ の 吸 気 口
１ ４   第 １ の 多 方 弁
　 ２ ８   入 口
　 ３ ４   第 １ の 出 口
　 ３ ８   第 ２ の 出 口
１ ６   ガ ス 分 析 器
１ ８   真 空 ポ ン プ
２ ０   第 ２ の 吸 気 口
２ ２   第 ２ の 多 方 弁
　 ３ ２   入 口
　 ３ ６   第 １ の 出 口
　 ４ ０   第 ２ の 出 口
２ ４   ス ニ ッ フ ァ プ ロ ー ブ
５ ２   第 ２ の 真 空 ポ ン プ
５ ６   タ ー ボ 分 子 ポ ン プ
６ ０   多 段 式 高 真 空 ポ ン プ
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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